
耐圧試験 
 
回答番号：保基０５－耐Ｑ３１                     Ｑ＆Ａ

お問い合わせ番号：保基０５－０２１６ 

規格番号、項目番号： 
ＫＨＫＳ０８５０－１ ＫＨＫＳ１８５０－１ ４．３ 
ＫＨＫＳ０８５０－２ ＫＨＫＳ１８５０－２ ４．３ 
ＫＨＫＳ０８５０－３ ＫＨＫＳ１８５０－３ ４．３ 
ＫＨＫＳ０８５０－６ ＫＨＫＳ１８５０－６ ４．３ 
質 問： 
・KHKS0850-3 ４．３【解説】＊１において、「保安検査では、原則として耐圧
試験を実施しないことにした。」とあるが、例外的に「フレキシブルチュ－ブ等

耐圧性能を確認する適切な非破壊検査の方法がないもの」について、耐圧試験に

より耐圧性能及び強度を確認することにした場合、試験圧力及び保持時間は次の

いずれの解釈としてよいか。 
 
①試験圧力は液体を使用する場合は常用の圧力の１．５倍（気体を使用する場合

は常用の圧力の１．２５倍）以上とし、規定圧力保持時間は５～２０分間とす

る。 
②超音波厚さ計による肉厚測定ができない設備においては、「強度」についての

完成検査同様、常用の圧力の４倍以上の試験圧力としなければならない。 
③常用の圧力の一定時間の保持など、保安検査実施機関が妥当と判断した試験圧

力及び保持時間とする。 
回 答： 
・フレキシブルチューブ等の耐圧性能及び強度について、耐圧試験により確認する

場合の試験圧力及び圧力保持時間は、例示基準の規定にしたがい上記①によるこ

とを原則としています。 
なお、②の方法については、設備の製作時に、例えば型式毎に抜き取りで試験を

行う場合に適した方法であり、保安検査の方法ではありません。 

 



温度計／圧力計 
 
回答番号：保基０５－計Ｑ０９                     Ｑ＆Ａ

お問い合わせ番号：保基０５－０２１４ 

規格番号、項目番号： 
ＫＨＫＳ０８５０－１ ＫＨＫＳ１８５０－１ ５．１．２ 
ＫＨＫＳ０８５０－２ ＫＨＫＳ１８５０－２ ５．１．１ 
ＫＨＫＳ０８５０－３ ＫＨＫＳ１８５０－３ ５．１．２ 
ＫＨＫＳ０８５０－５ ＫＨＫＳ１８５０－５ ５．１．２ 
ＫＨＫＳ０８５０－６ ＫＨＫＳ１８５０－６ ５．１．１ 
質 問： 
・圧力計比較検査で用いる標準器（基準器）について、KHKS0850-3 ５．１．２
（２）【解説】＊１に、「圧力計精度確認用器具は、計量法等に基づきトレーサビ

リティの取れた計測器とすること」とあるが、以下の比較検査方法により検査さ

れた圧力計比較検査用の基準器は【解説】＊１の「計量法等に基づきトレーサビ

リティの取れた計測器」と解釈して良いか。 
 

◇比較検査方法 
弊社で用いる圧力計比較検査用の基準器は、産業技術総合研究所の国家標準とト

レーサビリティ体系を取っている照合用標準器の下位の常用標準器とで比較検

査を行っている。 
 
◇比較検査に伴い校正業者より受領している記録類 
①校正業者の常用標準器と弊社の基準器との圧力比較検査記録 
②校正業者の常用標準器と弊社の基準器との校正証明書 
③産業技術総合研究所と校正業者の所有する照合用標準器及び常用標準器との

トレーサビリティ体系図 
なお、校正業者は計量法認定業者（JCSS）ではない。 
また、国家標準と直接トレーサビリティを取っている校正業者の照合用標準器は

重錘型圧力計ではない。 
 

再投票 



回 答： 
・【解説】＊１でいう「計量法等に基づきトレーサビリティの取れた計測器」とは、

次のいずれかの計測器を指しています。 
①計量法の「認定事業者」において特定二次標準器により直接比較校正され、

JCSS校正証明書が発行された「実用標準器」 
②届出製造事業者、届出修理事業者、公的機関における「基準器（基準器検査証

印が付されたピストン式重錘型圧力標準器）」又は当該基準器により検査を受

けた「特定計量器等」 
したがって、ご質問の「校正業者」が届出製造事業者、届出修理事業者、検定を

行う公的機関又は特定計量管理事業所であれば、ご質問の「圧力計比較検査用の

基準器」は、「計量法等に基づきトレーサビリティの取れた計測器」となります。

 
 


